
















 

私達は,未熟児の発達予後を LD・MBD との関連でとらえたいと考える。 

 LD・MBD は総合的な発達は正常範囲に入るので,正常児の中で生活し,教育を受け,境界児,

学業不振児,落ちこぼれとよばれてきた子ども達である。 

 このような子ども達は,いわゆる精神発達遅滞とはあきらかに異る。認知構造のアンバラ

ンスより生ずる言語機能の問題が一つの特性である。 

 LD・MBD と未熟児については報告も多い。(Hertzig,M,E.,1981) 


